
5月に入ってようやくぽかぽかと暖かい日が続くようになりました。

春は寒暖差や環境の変化により体調を崩しやすく、集団生活の中で病気をもらう機会

が増えるため、人から人へうつる病気が流行りやすいです。

基本的な感染対策はもちろん、定期の予防接種の予約を忘れないようにしましょう。

「インフルエンザやおたふく風邪など任意の予防接種もした方がいいのでしょうか？」という質問を受け

ることがありますが、重要性は変わりません。接種スケジュールにそって受けることをお勧めします。

こどもに多い感染症の中には有効なワクチンがないものもあり、冬～春にかけて流行する【溶連菌感染

症】 もその一つです。高熱とのどの痛み、イチゴのような赤い舌が特徴的で、全身に

赤いぶつぶつができることもあります。

抗生剤がよく効きますが、治療が不十分だと回復期に急性腎不全などの病気を起こす

ことがあります。医師に処方された抗生物質は指示通りしっかり飲み切りましょう。

先月の利用実績

4月は上気道炎、急性胃腸炎、感冒で １３名 の利用がありました。

お子さんに胃腸症状がある場合、二次感染を防ぐための手洗いや消毒、排泄物の処理は特に慎重に行い、

水分補給や食事量に注意しながら安静に過ごせるよう心がけております。

胃腸炎は原因やその後の生活習慣によって症状が長引くこともありますが、先月に関してはほとんどの

お子さんが保育中は回復傾向にあり、翌日には登園できていたようです。

閉室日のお知らせ

5月26日（木）・27日（金）・30日（月）・31日（火）は、

併設する医院に合わせて閉室となります。

GW期間中はカレンダー通り、祝日以外は開室いたします。

休み明けの利用予約は、当日朝8：15より電話でおとりください。


